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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

反応時間に及ぼす両眼加重の働きが、視標サイズや網膜偏心度によってどのように影響するのかについては明

らかではない。そこで視標サイズの異なる動的視標を用いて、各網膜偏心度における単眼および両眼視下での

反応時間について検討した。

防 法】

対象は年齢が24歳 か ら29歳 で、矯正視力1.2以 上、正常両眼視機能を有し研究内容を説明し承諾が得ら

れた正常者6名 とした。反応時間の測定は、 自動動的視野計Octopus101GKPを 用いて単眼および両眼視下

で行なった。両眼 視下の測 定では、赤外線 カメラを用い検 査中の固視状態 を確認 した。 自動動的視 野計

Octopus101の 測定条件 は、背景輝度は31.5asb、 検 査距離は42.5cmと した。提示視標 は白色視標 を用い、

視標サイズは視角0.108度 と0.216度 の2種 類を用いた。視標速度は1秒 間に3度 とし、0度 、5度 、15度 、

25度 の各偏心度で4点 ずつ計16点 について測定した。網膜偏心度における刺激量の影響を避けるために、す

べての網膜偏心度で閾上刺激量を0.47閾 エネルギーに固定し設定した。

【結果】

両 眼の反応 時間は2種 類の視標サイズともに各網膜偏心度 で単 眼の反応 時間よりも有 意に短 くなった

(ρ<α01)。 また両眼の反応時間は確率加重によって算出した予測値よりも短 く、確率加重を超えた両眼加重を

認めた(p<α001)。 視標0.108度 による両眼と単眼での反応時間の差は、周辺15度 と25度 で視標 α216度 よ

りも大 きくなった ψく0.05)。単眼の反応時間は周辺25度 で視標 α216度 よりも視標0,108度 で有意に長くなっ

た(pく0.001)。 両眼の反応時間は視標サイズによる差はなかった。

1考察】

我々は過去の研究で閾値に対して両眼加重が及ぼす影響因子について検討 し、両眼加重は小さな視標サイズ

や検 出課題 よりも認知課 題で大 きく、網膜偏心度による影響 は中心部よりも周辺部で大 きいことを報告した

(wakayamaeta1.2002,2005)。 今回、反応時間においても両眼加重は視標0.216度 よりも視標0.108度 で大

きく、視標サイズによる影響は周辺部で明 らかとなった。これらの結果か ら両眼加重の働きは、閾値のみでは

なく反応時間にも影饗 し、両眼での視覚情報の処理を促 進していると考える。 さらに視標サイズによる単眼と

両眼での反応時問の差が周辺部で大きかったことについては、単眼のみでは認知困難な課題が与えられた時、

両眼がより有効的に働 くことによって視覚情報を処理していると考える。
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反応時間に及ぼす両眼加重の影響は、視標サイズが小 さく、刺激する網膜部位が周辺部になると大きくなった。
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